第１回　命を守る (地震・火災時避難)訓練実施計画

    　　　　　　　　H24/04/05　上之郷小学校　生活指導部

１  ねらい　今回は，火災発生を想定した避難訓練を行い，以下をねらいます。


・緊急放送を聞き，災害の種類，災害発生場所，避難場所，避難経路を知ることができる。

・避難が，素早く，安全に，確実にできたかどうか確かめ合い，どうするとよいか知る。

・災害の恐ろしさ，避難の難しさ，訓練の大切さについて，消防署の方からお話を聞き，
　理解する。                                                     
２　実施日　   平成２４年４月１８日（水）      ２校時　９：３０～１０：１５
雨天　４月１９日（木）      ２校時　９：３０～１０：１５
                
３  想　定     地震発生後，理科室からの出火を想定
               避難経路②（校舎東側を通る経路）を通り，避難場所（運動場西）に避難
　　　　　　　　　　　　※土砂災害や緊急下校時の待機場所・避難場所については、

多目的ルームや体育館などを検討中です。
４　訓練の流れ
1 ９：３０より事前指導
・地震と２次災害(火災)の怖さ，命の尊さ，貴重な訓練の機会の大切さについて指導
※一度きりですので，真剣でない場合は「やり直し」も検討します。

・避難経路②と避難場所（運動場西）の確認 
・放送の指示や先生の誘導・指示をどちらも正確に聞き取ること
2 ９：４０に地震発生　※可能なら<<緊急地震速報>>を放送
      ・放送「訓練，訓練，ただいま地震が発生しました。児童の皆さん，机の下に隠れて，
揺れが収まるまで，静かに待ちましょう。」を聞き取る。【一次避難】
3 ９：４２に理科室より火災発生

・放送「訓練，訓練，先程の地震により，理科室より出火しました。児童の皆さんは，
先生の指示に従って，避難経路②を通って，運動場に避難して下さい。」
を聞き取る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【二次避難】
      ・教師は，児童に東階段による避難を指示し，誘導する。
      ＊4・5・6年は，左手伝い　２列　内回り　→　裏 入 口 　※避難の様子を写真に記録
＊1・2・3年は，右手伝い　２列　外回り　→　職員玄関　　　　　　（教頭・保主）
・「お・は・しの約束」を守り避難。

4 避難場所で，人員の点呼を行い，教頭に状況を報告。
・報告内容「○年生　在籍〇名　欠席・遅刻・早退○名　※←健康観察の方法を確認

　　　　　　　　　現在児童数○名。異常ありません。（異常あり，○○さんがいません）」
・その後教頭先生より本部（学校長）に報告。

5 可茂消防事務組合　御嵩分署の方の話
・地震と火事の恐ろしさや、避難時の注意についてのお話をお聞きし、

水消火器による消火訓練を行う。6年生19名　５年生１３名　４年生１４名
6 学校長の話
7 お礼と連絡（保健主事）
8 教室へ移動 （事後指導） 　
３　その他
1 可茂消防事務組合御嵩分署に，電話連絡の後「消防訓練実施計画報告書」を提出（保主）
2 役割分担　　 通報訓練・放送・計時・正門の閉門・現在児童数確認表（教頭）

非常袋(拡声器・児童名簿)の持ち出し，本部旗・救護旗の設置・写真記録（教務）

救急箱の持ち出し・保健室にいる児童の避難誘導（養教）
                  残存者の確認３Ｆ（６担）２Ｆ（２担）１Ｆ（養教）
               　 総括（学校長）   全体指導（保主）
3   教師の持ち物     健康観察・給食ファイル
4 　９：３０に，消防署への「通報訓練」を行う。　　御嵩分署　※６７－１８１８
